






















試みてきた（二宮・金山，2006 他）。その中の一つに 20 代から 50 代の母語話者 28 名
を対象に漫画を使用した意識調査がある（金山・二宮，2008）。今回は、このアンケー















































変化しているかを観察する。2008 年に実施した際の被験者は 10 代はおらず、20 代か
































対象者は都内の大学生（母語話者 19 名、男子 11 名、女子 8 名）で、調査期間は
2019 年 7 月の 1 か月間である。調査の趣旨・目的、個人情報の取り扱いについて口頭、
ならびに書面で説明し、同意を得た回答を使用した。
3.2 調査の方法







































まず 2008 年の調査結果と 2019 年の調査結果を比較し、全体的な傾向、変化を観察
する。次に被験者のコメントを項目別に示し、特に「気持ち」「イメージ」に関するコ
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4.1 2008 年と 2019 年の調査結果の比較
表 1 は、2008 年と 2019 年の被験者を年代別に表したものである。2008 年の被験者
は 20 代から 50 代の 28 名（うち男性 9 名、女性 19 名）、2019 年の被験者は 10 代、20
代の大学生 19 名（うち男性 11 名、女性 8 名）である。
表 1　2008 年／ 2019 年調査対象者の年代別内訳
年代 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 合計
2008 年調査 0 8 （28.6％） 11 （39.3%） 8 （28.6%） 1 （3.65） 28 名
2019 年調査 8（42.1%） 10（52.6%） 0 0 0 19 名 *
＊無記名の被験者が 1 名いたが、10 代か 20 代のいずれかに属する。
表 2-1、2-2 は、2008 年と 2019 年それぞれの調査において、「はい」または「ええ」を
選択した理由を項目別に分類し、数で示したものである。さらに表 2-3 は、表 2-1 と
2-2 から、「ええ」の選択理由として多かった項目上位 4 位までを取り出して示したも
のである。
表 2-1　2008 年の調査における「はい」「ええ」を選択した理由：項目別コメント数



































































表 2-3　2008 年／ 2019 年調査における「ええ」の選択理由：項目別コメント数上位比較
2008 2019
1 気持ち 63（48.5%） 気持ち 28（33.3%）
2 関係 23（17.7%） イメージ 25（30%）
3 イメージ 19（14.6%） 関係 12（14.3%）
4 場面・場所・状況 10（7.7%） 性別 6（7.1%）
表 2-1、2-2 の「イメージ」の項目で、「はい」「ええ」との違いについて着目する。





が 48.5% となっている。2019 年の調査では「はい」が 27.3%、「ええ」が 33.3% となっ
ており、いずれも「ええ」は「はい」よりも「気持ち」を伴う表現であるという意識が
持たれているようである。
また表 2-3 を見ると、2008 年の調査では、「ええ」を選んだ理由として「気持ち」が
最も多く、48.5% と全体の半数近くを示している。一方、2019 年の調査では「気持ち」
が 1 位で 33.3%、2 位が「イメージ」30％となっている。「イメージ」に着目してみると、
2008 年の 14.6％に対し、2019 年では 30% となっており、「ええ」の選択理由として「イ
メージ」を回答した被験者が倍以上に増えたということがわかる。
4.2 2019 年調査における被験者別の回答
前節では、被験者の回答総数について 2008 年と 2019 年の変化に着目して観察した。










話題 気持ち 性別 イメージ その他
A
（女）
はい 2 1 0 0 1 0 2
ええ 1 0 0 1 2 1 1
B
（男）
はい 1 2 0 0 0 1 1
ええ 0 0 0 0 0 3 0
C
（女）
はい 1 1 0 2 0 0 1
ええ 3 0 0 0 0 2 0
D
（女）
はい 0 3 0 0 0 0 0
ええ 3 0 0 4 0 0 0
E
（女）
はい 2 1 0 0 0 1 2
ええ 1 0 1 0 0 1 2
F
（男）
はい 0 1 0 0 0 0 2
ええ 0 0 0 0 0 4 1
G
（男）
はい 0 0 0 1 0 1 1
ええ 0 0 0 0 0 2 2
H
（男）
はい 2 3 0 0 0 0 0
ええ 0 1 0 2 0 0 0
I
（男）
はい 1 0 0 1 0 0 2
ええ 1 0 0 1 0 1 1
J
（男）
はい 0 1 0 2 0 1 0
ええ 0 0 0 3 0 2 0
K
（男）
はい 0 1 0 2 0 0 1
ええ 0 0 0 0 0 2 1
L
（男）
はい 0 0 0 4 0 0 0
ええ 0 0 0 5 0 0 0
M
（女）
はい 1 1 0 2 0 0 0
ええ 0 1 0 3 0 0 0
N
（男）
はい 0 0 0 3 0 0 0
ええ 0 0 0 2 1 0 0
O
（女）
はい 1 2 0 3 0 0 0
ええ 2 0 0 3 0 0 0
P
（男）
はい 1 2 0 0 0 1 1
ええ 0 0 0 0 0 2 1
Q
（男）
はい 0 1 0 0 0 0 2
ええ 0 0 0 1 0 0 0
R
（女）
はい 0 0 0 0 0 0 0
ええ 0 0 0 0 2 3 3
S
（女）
はい 0 1 0 3 0 0 0
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4.4 被験者 3 名のケーススタディー
前節では全体の傾向を観察したが、本節では個々の被験者が「はい」「ええ」の使い














２ ええ 動揺した Yes






























































2008 年と 2019 年の結果を比較すると、いずれも「ええ」のほうが「はい」よりも、
「気持ち」「イメージ」を伴う表現として認識されていることがわかった。また、違いに
注目すると、2008 年の調査では、「ええ」を選んだ理由として「気持ち」が最も多く、
48.5% と全体の半数近くを示している。一方、2019 年の調査では「気持ち」が 33.3%、
次が「イメージ」で 30％となっている。「イメージ」に着目してみると、2008 年の












































1． 二宮・金山（2008）は、「ＩＣＵの日本語 vol.1 ～ 3」、「げんきⅠ、Ⅱ」、「Situational 























通して―」『ICU 日本語教育研究』2, 51-63．国際基督教大学日本語教育研究セン 
ター
二宮理佳・金山泰子（2008）「初級教科書に現われる『ええ』についての調査報告―初
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資料 1（調査に使用した 3 種の漫画について）


















②　 「ブラックジャック」：1973 年から 1978 年まで『週刊少年チャンピオン』に連載
され、1979 年から 1983 年にかけて不定期連載された、無免許の天才外科医ブラッ
クジャックを主人公とした作品である。本調査で使用したのは「きみのミスだ！」
という作品の一部である。
　・空欄 1 ： 医療ミスの責任を押し付けられた看護師の女性が、裁判で証言する場面
　　　　　　 看護師： 「ええ、注射したのはあたしです　でも……ちがいます！あた
しは　いいえ……それはうそです !!」




③　 「サザエさん」：1946 年から地方新聞に、1951 年から 1974 年まで『朝日新聞』（定
期休載期間も含め）に連載されたサザエの嫁ぎ先磯野家の日常をコミカルに描いた
作品である。
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資料 3　2019 年調査における「はい」項目別のコメント
　　　  （＊一つの回答に対するコメントを「」で示した。）
理由の項目 「はい」に関するコメント
相手との関係 「少し隔たりがある関係」「『ええ』は自分の目上の人に対しては使わない」「です
ます調だから『はい』」「目上の人に対しての会話」「年上 ? コーチへの受け答え
だから」「先生と呼ぶ相手に『ええ』と返すよりは『はい』のほうがしっくりく
るから」
場面・場所・
状況
「『ええ』は何か言われた時の返答に使うから、電話の際は返答ではなく自分の存
在を伝えるために使用するから」「取り調べの緊迫感を表したい」「尋問のような
状況下」「しっかりと返答する場面」「フォーマル」「プライベートではない」「証
言のときに言い切らないと不利になるから」「電話の対応に「ええ」は違和感」
話題
自分の気持ち 「嬉しいことをいわれて気持ちが高ぶって同意している」「同調」「意志を感じる
から」「賛同」「覚悟を決めた YES」「気持ちが高ぶっている」「強い意志」「気持
ちが固まっての『はい』」「『はい』！という決心」「意思を固めた」「同意の『はい』」
「意志が固いことから出た」「『はい』と強めて答える」
性別 スポーツ少女という感じ
イメージ 「庶民的な一般女性」「この時代の夫婦は男性に対してうやまう傾向があると思っ
たため『ええ』は使わないと思った」「時代的な感じで家父長制に則るなら『はい』
の方が適切」「『亭主関白』という点から、よりていねいな『はい』が妥当」「気
心の知れた夫に『ええ』は使いそうにないから」
その他 「軽い返答だから、しっかりと『はい』言わなくてもいいのでは？」「声を張って
るので『はい』」「『いえ』と対になっている『はい』」「ビックリマークがあとに
ついているから」「ええの後には何か次に伝えることがある気がするけど、『はい』
はそれで完結させるような気がする」「『いいえ』との対応」
（金山泰子−国際基督教大学，二宮理佳−中央大学）
